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２６ 神谷拓『生徒が自分たちで強くなる部活動指導』明治図書、2016年、108頁。 
２７ 同上、109頁。 
２８ 神谷は、結社の考察から、「他動詞的な意味」である「個人間の公正な手続きを経た合意によ
って、自分たちが統治の主体であり同時に客体であるという関係を創り出す行為を意味するもの
としての『自治』」を重視する。教員自身、他動詞的な意味の経験がないのに、それを生徒にいか
に教えることができるのか、その困難性を指摘している。前掲書、2017年。 
２９ たとえば、学級という場をめぐっても、意味が書き換えられてきている。安藤知子「学校組
織の変容と学級の組織マネジメント」蓮尾直美・安藤知子編『学級の社会学』ナカニシヤ出版、
55-74頁、2013年。 
３０ 内田は、組体操の巨大化、高層化によるリスクの高まりに学校が対処できない要因として、
教員や保護者等の感動を指摘し、「感動の呪縛」からの解放を主張する。部活動においても、感動
をはじめ、様々な物語を形成する主体をどう扱うかが課題となろう。内田良『教育という病』光
文社新書、2015年。 
３１ 西島央「子どもを育む運動部活動の意義と社会的役割」友添秀則編著『運動部活動の理論と
実践』大修館書店、2016年、16-33頁。 
